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 TTHA0829はアミノ酸残基数210、分子量22,754のタンパク質で、一次配列の相同性からアセトイン

脱水素酵素であると予想されていた。しかしながらその結晶構造及びトランスクリプトーム解析の結

果は、配列相同性検索の結果とは異なる考察を与えるものであった。 

 TTHA0829は、N末端側の連続した２つのCBSドメイン：CBS-1(12-82)、CBS-2(1-9, 86-133)と、C末端

ドメイン(140-210)を持ち、CBS-1同士、CBS-2同士、C末端ドメイン同士が相互作用して2量体を形成し

ていた。さらに2量体がCBS-1部分で相互作用して4量体を形成していた。C末端ドメインの2量体の構

造は大腸菌由来ホスホグリセリン酸脱水素酵素(PDB_ID: 1PSD, Ref.1)の機能調節部位とよく似ている

ことから、機能の調節に関わることが予想された。 

 一方、CBSドメインは多種多様なタンパク質が有している(Ref.2)が、そのほとんどが活性、あるいは

機能部位以外の箇所に位置している。CBSドメインがセンサーとして働き、酵素の機能調節にかかわ

るという報告(Ref.3)もある。しかしながら近年、バクテリア由来の、主としてCBSドメインのみを有す

るタンパク質が数多く発見されているが、それらの機能ははっきりしていない。 

 TTHA0829遺伝子の転写量は、対数増殖期の後半から定常期の前

半にかけて顕著に増加する。結核菌Mycobacterium tuberculosis及び

Mycobacterium bovis BCGにおいても、対数増殖期の後半から定常期

の前半にかけて(PDB_ID: 1XKF, 1Y5H, Ref.4-7)、また枯草菌Bacillus 

subtilisにおいては、グルコース欠乏条件下でCBSドメインを有する

タンパク質が発現するという報告(PDB_ID: 1YAV, Ref.8)がある。

TTHA0829の機能は未知ではあるが、これらの結果は、菌が環境の

変化に適応するときに、CBSドメインを有するタンパク質がかかわ

ることを暗示している。 
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